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大野 あい子教諭 第 3学年「二次方程式」

○具体的な事象の数量関係に着目して立式したり、得られた解が問題において適切かどうか吟味
したりするなど、二次方程式を使って問題を解決することができる。

①具体的な問題解決に二次方程式を活用する場面を設定し、立式するために数量関係を正しく捉えさせていく。
②二次方程式の解が、式変形や平方根の考え方を使って次数を減らして一元一次方程式に帰着させることで求められる
ということを生徒に気付かせる。

③さらに、解の範囲や平方根の近似値を捉え、得られた解が問題の答えとして適しているかどうかをもとの事象に戻し
て考えさせる。

単 元

これまでの課題を受けて、本単元における指導改善のポイント

・クラスマッチのよりよいタイムスケジュールを考える場面にお
いて二次方程式を活用し、得られた解が問題の答えとして適して
いるかを吟味したり、条件を変えてよりよい解決を考えたりす
ることができる。

視点 数学を実生活に落とし込めていたか。

提案授業のポイント

協議の視点

高知県学力向上総括専門官 齊藤 一弥 先生による指導・助言 ２ 数学の問題解決における３つのプロセスの再考
〈Ⅰ〉定式化
日常の事象を数理的に捉え、数学の舞台にのせる上で重要なことは、①事

象における数量の関係に着目し、それらの関係を観察すること、②数量関係
を的確に捉えること、③それらを踏まえたうえで理想化・単純化することで
ある。本時でいうと事象を観察した結果、総当たり戦の試合数とチーム数と
の関係が関数関係にあることを見いだし、対応表や対戦表を考察しながら、
ｎチームのときの試合数を n(n-1)÷2 という式に表すまでのプロセスを丁寧
に描くことである。
〈Ⅱ〉焦点化された“問い”の解決
そして、試合数が決まるときのチーム数は、n(n-1)÷2 という式を用い、

二次方程式を解くことで求めることができる、という解決の見通しをもつ。
そして、得られた結果を解釈することが重要である。例えば、n(n-1)÷2＝
10 を解くとｎ＝５またはｎ＝－4という２つの解が出てくる。このとき、
表には出ていない－4という解について考察することが大切である。
〈Ⅲ〉プロセスの振り返り
最後に出た結果が目的と整合性があるかどうかを振り返ること、出た結果

を評価・改善していくことが重要である。また、それによって得られた結果
を統合・発展していくといった問題解決のプロセスを描くことを大切にして
いく。例えば、よりよいタイムスケジュールにするために条件を変えても、
同じ式を使って解決できることを統合的に捉えさせていく。
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授業者

本単元末で期待する子供の姿

模擬授業

１ 数学科における生徒中心の教育
生徒が「その問題を解決していかなければならない」という必要感のある問題場面を設

定し、主体的な問題解決に向かわせることで、日常の問題解決に数学を生かすことのよさ
を生徒が実感できるようにしていくことが大切である。


